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1 はじめに  

これまで、不確実または不確定な状況下における数  

理計画法として、それぞれ確率計画法、ファジィ数理  

計画法が考えられ、多くの研究がなされてきた。）これ  

らは、それぞれの状況下で有効な意思決定法であるが、  

現実には不確実、不確定が混在する状況も多いと思わ  

れる。本研究ではそのような要素を表すためにファジ  

ィランダム変数を導入し，ファジィランダム変数を係  

数にもつ線形計画問題においてファジィマックス順序  

の概念を用いて、この状況下での意思決定法を提案  

する．  

ここで↑1は正志執d五（山）は平均町階数れの分散共  

分散行列Uをもつ多変量正規分布に従う確率変数とす  

る。嶋（山）はdi（山）に伴って確率変数となる。即ち、Ci  

のメンバーシップ値が確率的に変動することになる。   

封＝CXとすると拡張原理から、  

〃y（〕）（封）＝StlPレ↓cl（〕）（cl）∧…∧／↓cm（〕）（cTt））  
y＝CX  

これを計算すると目的関数はⅩ≧0に対して   

J（ ∴  

y（山）二（∑頼）ご五，∑↑玄ごl）⊥  
2 l   

で表されるような上型のファジィランダム変数y（山）   

となる。   

次にファジィマックス順序の定義を示す。   

定義2．1【3】  

2つのファジィ数Aβに対して  

2 定式化  

次のような線形計画問題を考える。  

Pl   γ7…t7〃も7Ze CX  

ざuムJecfわ Ax≧b，X≧0  

ただし、C＝（cl，…，C↑t），Ⅹ＝（ユ：1，…，∬・托）t，  

b＝（わ1，…，わ・托）tとする。また、Aはmx′〃′行列【0一わ・】  

である。   

いま、目的関数の係数c壱を次のような上型のメン  

バーシップ関数に制限されるファジィランダム変数  

Cl（山）とする。  

〃q（〕）（cよ）＝n－弧（エ（（ci－dよ（山））／↑立），0）  

ここで、エは型関数で次の条件を満たすとし、G（山）＝  

（d立（山），↑五）⊥と表記する。  

1．エ（∬）＝上（一㌃）∀ご∈R   

2，上（ご）＝1げ／∬＝0   

3．上は上で［0，＋∞］上で広義単調減少   

4．£0三二inr（ご＞Ol上（ご）＝呵とおくとき、  

0＜∬。＜＋∞が成り立つ。  

（（†・）†7も≦・J｝′  

（わ）m≦］c≦〃  

ここでcは  

〃A（∬）≧／座（∬）∀∬＜c  

揖（ご）≦〃β（∬）∀ご＞c  

．1±β⇔  

〝l，′nはそれぞれ、ファジィ数4βの中心を表す。上の  

定義は表現は異なるが、Dubois－Pradeが提案したファ  

ジィマックス順序（fuzzymaxol・der）と同値である。  

定理2．2r3】  

2つの⊥－ファジィ数A二（〝L，α）⊥，β＝（町β）⊥に対   

して  

Aゴβ⇔7い〃l≧ご0恒一例   

Plに対する意思決定モデルはいくつか考えることが  

できるが、ここでは紙面の都合上、確率最大化モデル  

とPモデルを示す。  
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1．確率最大化モデル  

角 ‥  汀もα£宜m宜ze P（y：≦凡）  

ざ朋′わJect to Ax≧b，Ⅹ≧0  

これは目的関数がある特定のエーファジィ数昂二  

（Jo，∂0）⊥以下になる確率をもち、この確率を最大   

にする決定変数∬を求めるモデルである。目的関   

数はファジィマックス順序の概念より   

p′0（両軸一↑五∬王・ 
（や 

となり正規分布の性質より  

）  

∑㌻d豆（山）結うン備  

n ㍑  

ト∑瞞一軋万扇★郁0－∑7壱∬il≧0   
も  

（〝。＝◎‾1（α））  
Z   

基準のファジィ数の幅∂。を決めておくと最小のJ  

は   

‘n Tも  

J＝∑瞞＋打α、／扇㍍＋瑚0－∑↑i£五l  
i l   

よって、鳥は次の問題為に変換される。   

島  mzれZmZZe  
n ‘r乙   

∑瞞＋〟α応＋研01シ融  
乙 も  

・、り／リ‥・／／・′  

Ax＞b．x≧0   

α＞壬のとき〟α＞0であるから凸計画問題と  

なる。  

、∴J・リ●、J・  

は標準正規分布Ⅳ（0，1）に従う。よって、  

◎ 

‘0‾∑：レiごi‾∑ご7iごi 
り→最大  

↓  

Jo－∑㌘〝壱∬五－∬ol∂0－∑：7i∬il  3 おわりに  

真に対するその他の意志決定モデルや制約式にファ  

ジィランダム変数が含まれる場合の意思決走法に関し  

ては当日の発表会で説明する予定である。なお、この  

研究は文部省科学研究費基盤研究（C）（2）08680460に  

よるものであることを付記しておく。  

→最大  

（（叶）はN（0，1）の分布関数）   

よって、角は次のβiに変換することができる。  

鳥：m（才．∬ZmZZe  

Jo－∑㌘レi∬宣－∬ol∂0－∑㌘↑五∬il  

＼、J・∫l●、J・  

州／小・イ／・一  

Ax≧b，X≧0  

このモデルは分数計画法の手法を用いて解くこと   

ができる。   

2．Pモデル  

島 ‥  P（y二≦ダ）≧α  

ざu・占jecf to Ax≧b，X≧0  

これは確率レベルα一定のもとで基準のファジィ   

数ダ＝（J，∂0）⊥を小さくする決定変数Ⅹを求める   

モデルである。この場合、基準値のファジィ数の   

幅∂。は決めておいて、中心ほ最小にする。   

ファジィマックス順序の概念を用いると制約式は   

次のようになる。  
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